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■ 会 長 報 告         森下 敏顯君 

皆さん、こんにち

は、いよいよ、年度

の最終月になりま

した、本日は例会

後の理事会も新、

旧の理事の皆さん

での合同理事会に

なります。よろしくお願いします。 

さて、本日はロータリーとしての報告事項も特別

にございませんので、昨日のちょとしたお話をさ

せてください。昨日は青島彰君と二人、前の前の

藤枝市長であります、八木金平先生にご自宅の耐

震工事の件で呼ばれていってきました。 

久しぶりの先生は 95 歳となられていました、背

は少し曲がられていましたが、頭は相変わらず冴

えており、言葉もはっきりしておられ、安心しま

した。 

さて、先生のお話はこういう事でした、『自分も

もう 95 になった、あといくら生きられるかは分

からない、しかしそろそろ、むこうへ行く準備を

し始めている。それについては熊本の大地震を見

るに付け、ここにも遠からず、大地震が襲ってき

て、この家が倒れて寝るところがなくなってしま

うと思うと心配だ。特に自分の亡くなったあとだ

と、かみさんの寝るところがないのではかわいそ

う、だから耐震補強をしておいてやりたい』との

事でした。 

このお話をする前に先生は 30 代から、市議、県

議、市長と 40 年以上の公職を続ける中で、事故

でお亡くなりになった、前の奥様、同居されるご

長男さん、とご家族、そして 25 年以上支えてく

れている今の奥様に対する感謝の言葉を僕達二

人に昔を思い出しながらのようにお話してくれ

ました。 

先生が市長選に立たれたのは 70 歳直前の時でし 

た、落合君、青島君、僕と選挙経験のない 40 歳

そこそこの今から思えば若造が無我夢中で選挙

活動をしていた日々がよみがえります。『候補者

は少々年齢高いけど、応援者は若いよ』言って毎

日、同行して後援会活動していました。 

そんな我々も同じ 70 の年齢にもうじき届く年に

なりました。 

そして、95 歳にして、尚、健全な頭を持ち、廻り

の人に感謝し思いやる八木先生を見て、縁あり、

知り合い、応援させてもらって改めてよかったと

思いました。 

そしてこの話の結果はお住まいの離れも、母屋も

以前青島君の設計、我社の施工で充分耐震施工さ

れていますから、大丈夫ですよ。という事で安心

していただきました。 

帰りの車中は青島君となんとなくほんわか、あっ

たかい心持で帰ることができました。 

尊敬する老夫婦の愛情物語でした。 

それではこれで本日の会長報告を終わりにいた

します。ありがとうございました。 

■ 幹 事 報 告          大長 昭子君 

・藤枝南ロータリークラブ会長幹事より 

藤枝南ロータリークラブ創立25周年記念の 

 お礼が届きました。 

■ 出 席 報 告           平野 純也君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

35／41 85.36％ 35／41 85.36％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○大杉君 ○櫻井君 ○玉木君 ○仲田晃君 

池谷君 落合君 仲田廣君 

(２)メークアップ者  

大石 英典君（藤枝南）青島 鉄男君（藤枝南） 
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■ スマイル B O X          平野 純也君 

・誕生日祝ありがとうございました。82 回目の

誕生日を迎える事になります。  竹田 勲君 

・誕生日のお祝いありがとうございました。 

鈴木 舜光君 

・おかげ様で今年も誕生日を迎える事が出来ま

した。嬉しい事です。    土屋 富士子君 

・誕生日のお祝いありがとうございます。53 才

に今月でなります。そろそろ、健康面に留意し

たいと思います。       島村 武慶君 

スマイル累計額  １８５，０００円 

■ 会 員 卓 話                  

 

 

テーブルＦ卓話 

大石 英典君 

 

 

 

 

 

 

■ 奨 学 金 授 与                 

 

 

 

米山奨学生 

キム・テワン君 

 

 

 

 

 

 

★ 冠 講 座                     

＜開講日＞ 

     平成 28年 5月 31 日㈫ 

＜講義内容＞ 

     「若年層の起業とその収益化」 

＜担当者＞ 

㈱店舗応援団 

     代表取締役 玉木 潤一郎君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／大石君） 


